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【機能について】 【管理運営体制について】







機能・設備 利⽤⽅法

空調設備 畑 趣味活動

広間 本の交換所 テレワーク

小さい部屋 太陽光発電 子ども食堂

キッチン 防災備蓄 料理教室

洗面所 ⽊材、⽵材の利⽤ 試飲会等の飲食イベント

入浴設備 AED トライアルショップ

自動販売機 Wi－Fi フリースクール

ワークスペース 防音室 ⾼齢者の健康管理

⾏政の出張サービス 有料駐⾞場 ⾥⼭、自然への意識の啓蒙活動

事務室 トイレ（公園内） 学童保育

防災拠点 トイレ（バリアフリー化） 芋煮会

耐震設備 グリーンインフラ 地域交流会

プロジェクター 社会福祉協議会の拠点
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コンセプト

地域の人々が「繋がる」場所へ

レイアウトイメージ
※現段階のイメージ図であり、配置等
を確定するものではありません。

（案２）
会館→北側に配置
公園→南側（海側）に配置

大事にしたいポイント

地域の人が使いやすい施設
→誰のための会館とするのかといった優先順位を考えた時に、
地域住⺠が使いやすい会館としたい。

地域の活性化に寄与する施設
→町所有の施設として公共サービスの提供や地域活動の拠点とい
った機能を有する、地域の中心となる会館を目指す。

⼦どもからお年寄りまで多様に使える施設
→特定の団体や年代に限らず、より多くの⽅に使ってもらえるよ
うな間取り・機能を検討する。

児童遊園との⼀体利⽤により、⾯積を有効活⽤する
→現在の会館敷地と児童遊園敷地の間にある通路の切
り回しを変更し、敷地の⼀体利⽤により⾯積を最⼤限活⽤する。

持続可能な管理運営体制の構築
→将来の維持管理費を⾒据えた利⽤料⾦の設定や透明性のある
財政運営の仕組み作りを検討する。
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（案１）
会館→南側（海側）に配置
公園→北側に配置



13



これらの課題は、今後の検討課題として町と地域が
⼀体となり検討していく必要があります︕

再整備に係る費⽤の算出
と町の財政状況との調整

管理運営の担い⼿の決定
と管理運営体制の構築

児童遊園との⼀体利⽤に
係る都市計画道路の取扱い

本委員会から提案する新たな堀内
会館の再整備に係る費⽤を算出し、
町の財政状況を踏まえた上で、実現
の可能性を検討する必要があります。

どういった団体（町内会、社会福祉
協議会、新たな協議会、⾏政等）が管
理運営（⼀部賃貸の可能性も含む）し
ていくかは重要な課題であり、本委員
会においても様々な意⾒がありました。
持続可能な会館運営を実現するため

の仕組みを構築する必要があります。

現在の隣接する堀内児童遊園を横
切る形で都市計画道路を整備する計
画となっていますが、会館と児童遊
園の⼀体利⽤においてどこまで考慮
すべきか検討が必要となります。
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「繋がる」をキーワードにした再整備
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開催回 開催日 内容

第１回 令和６年９⽉26日 ・公共施設の現状についての情報共有
・本委員会の今後の進め⽅、議論の内容について

第２回 令和６年11⽉１日 ・第５次葉⼭町総合計画との関連性
・他市町村の会館ワークショップ等の事例紹介

第３回 令和６年12⽉17日 ・利⽤者に対するアンケート等の結果共有
・会館の機能、設備に関する意⾒出し

第４回 令和７年１⽉27日 ・意⾒、要望に対する優先順位付け
・報告書の叩き台の確認

第５回 令和７年３⽉27日 ・報告書提出に向けた最終調整

≪実際の本委員会の様⼦≫
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役 職 氏 名 区 分 備 考

委員⻑ 川村 直毅 堀内会館を利⽤する町内会の代表 あずま町内会副会⻑

副委員⻑ 小池 守 堀内会館を利⽤する町内会の代表 三ヶ浦町内会副会⻑

小川 敏生 堀内会館を利⽤する町内会の代表 諏訪町内会副会⻑

ラモンド 佳奈⼦ 堀内会館を利⽤する団体等の代表 くもん教室指導者

松本 拓也 堀内会館を利⽤する団体等の代表 あずま神輿保存会会⻑

鳥⼭ 泰輔 公募による町内在住者

相馬 ⽴夫 公募による町内在住者
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